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In order to obtain data Jor giving advice and instruction conceming athletic club acti-
vities with reference to the clarification of the personality of inapt students who had
dropped out of thcir athletic clubs, the Tokyo University Personality Inventory (TPI) was
administered to thc students who \\'cre continuing their activities and who dropped out of
their clubs.

Followings are the results obtained:
l. The result of the 'lPI of the continuing students showed that many of them were

belonged to the norrnal mnge of personality, but for the dropFd,out students there were
many who belonged to the abnormal range.

2. For the dropped-out students. this trend was greater for the students who had lost
their self'confidence in skill and rvho disliked the mood in their clubs, but it was less
for the students who complained the shortage of study hour and who had tmnsfered thcir
belongings to cultural clubs.

3. According to the analvsis by 2 Point Code method, the cortinuing students were
less neurotic and had higher mte of hypomanic character thao the dropped,out students:
but the latter had more neurotic type students and, especially, remarkably higher rate of
depressive type students. [Proceedings of Department of Phlsical Educatior, College of
General &lucation, University of Tokyo, No. 5, 1-3, 19?01

緒   言

一般に,運 r7t選手には,あ る性格的特徴があり,

あるいは要求されるということが認 め られ て い

る。この観点から,運動選手と非選手 ,あるいは,

運動部に所属する学生と一般学生との間で,性格

特性の比較が種々なされているわめめ しか し,運
動部を中途で退部 していく学生を直接扱った研究

は,こ れまでに,あまりなされていない しかも,

現実には極めて多くの運動部で,退部者の数が入

部者の中でかな り高い率を占めることが,大 きな

問題となっている 東京大学の学生約 5KXl名 を対

象としたわれわれの調査でも,入学当初,何 らか

の運動部に入部した学生は, 200余 名にも及びな

がら, 1年後にはその半数以上が退部 しているこ

とがわかった もちろんその理由は様々であろう

が, ともか く運動部活動を継続 しうるものは,い
わゆる精神力あるいは根性があ り,短期間に簡単

に脱落するものは,人格的な弱さがあるとする考

え方もあ りうる 退部するものは,継続できる学

生 と異なるパーソナ リティであるか らこそ,部の

生活に適応できず,あるいは意志薄弱な性格の故

に,離脱するのであろうことは,十分予想される

ことであろう

本研究の目的は,運動部活動を中途で放棄した

ものと, 継続 して いるものとの性格傾向を TPI*東
京大学教■学部体イ,研
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(東大式総合性格検査)を用いて比較し,退部学生

の性格上の不適合性を究明して,今後運動部に入

ろうとする学生や,退部 しようとする学生などへ

の指導の一助にすることである

対 象 方 法

東京大学教養学部に 昭和 40年 に入学 した男子

学生約 500名 に対し,昭和 42年 2月 ,運 IJJ部へ

の入退部状況とその理由を調査した その結果に

基づき,運動部活動を継続中のものと,退部した

ものとに対 して,改めて TPI。 を実施 し,回収さ

れた運動部継続者 67名,退部者 72名について,

以下の手続 きに従って整理 した

TPIの結果は,通常の手続 きに従って採点され ,

個人毎にプロフイルに画かれた プロフイルの曲

線の高低は,各尺度の得点をそれぞれの標準得点

(Tコ アー)に換算したときの高低を示 している

プロフイルは当然各人各様の形を示すものである

か ら,集団の性格傾向を問題にする場合には,何
らかの基準に従って分類するか,あるいは類型化

して考察する必要がある その方法として 2け た

コー ド法を用いた 2けたコー ドは基本尺度 (1～

9)と 付加え度 (0)の うち,標準得点の高い順に 2

尺度をとり,その尺度を示す数字を並べて示すも

のである ただし,該当尺度の得点が標準得点で

55未満の場合には それらが 被検査者の性格特性

として著 しい傾向とは認めがたいのでコー ド化し

ない また 2け たコー ドが標準得611点 以上ないし

η 点以上の値を示すものと,60点未満の値を示

表 1・ 2けたコー ドによる異常性の判定結果

第5号

す ものとに分類 し異常性の指標 とすることもでき

る このような方法は比較的簡単で, しかもテス

ト結果に表われた各ヤ1人 の主要な特徴を損なわな

いので,一般にもっともよく用いられている

結 果 と 考 察

2け たコー ドの得点段階による異常性の判定結

果は表 1の通 りである

2けたコー ドの 2尺度がT得点の上で高い順に

第 1位と第 2位がともにT得点 70点以上の,平

均か ら大きく逸脱 したものは,継続者中にはわづ

かに 1名 (15%)で あるのに対して,退部者に 8

名 (111%)がふ くまれている 同様に 1位 70以

上 2位 ∞ 以上は,7名 (105%)と 8名 (111%),

1位 2位がともに,70か ら∞ の範囲にあるもの

は 11名 (164%)と 15名 (m8%)で これ ら多

少 とも正常域を逸脱 しているものは全体で,継続

者中には19名 (284%),退 部者中には31名 (43%)

がふ くまれて両者の間に有意な差が認められた

(p<05)

退部者を理由別になると,技術的自信を失った

もので,異常域に属するものが 12名中 9名 (75%)

あ り,ついで部内のムー ドがいやになったか らと

するものでは,18名 中 9名 (50%)で,こ の二群

が異常域に属するものが多 く, このような理由で

退部するものには,性格的偏異者が多いと考えら

れる 一方勉強時間とか文化部に移ったものなど

には正常なものが多いことが認め られた

次に 2け たコー ドを尺度別にみると,表 2の通

―
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表 2. 2け たコー ドの尺度別度数と百分比

運 動 部 継 読 者

正  常  域 |

運 動 部 退 部 者
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(そ       う)

(内   向  性 )

コ  ー  ド

3 5    9 2%
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0     00
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10 4
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りである 各人の 2けたコー ドは,原則として 2

尺度によって構成されるから, これを尺度別に分

類すると,各 2に数えられるので,尺度別度数の

計は人数の 2倍 となっている ただしコー ド化さ

れるべき尺度の T得点が 55未満の場合には,こ
れを欠 コー ドの欄に 1尺度を欠 く者は 1,2尺度

ともに欠 くものは 2と して集計 した 表 2に よ

れば,非正常域の退部者に 1か ら3ま での神経症

尺度の出現する度数は 275(443%)で あるのに

対 して,継続者には 75(197%)し かふ くまれ

ない また継続者は,正常域のプロフイルに,尺
度 9の現れる度数は 10(104%)であり,正常域

退部者の 5(61%)と 比較して,統計的に有意で

はなかったが,多い傾向が認められた これ らの

ことから,継続者には,神経症的傾向をもつもの

は少 く,一般にやや うつ的な性格傾向のものが多

いのではないかと考えられる

要   約

大学運動部を退部した学生の性格上の不適合性

を究明し,運動部活動に関する助言指導の一助と

する目的で,運動部活動を継続 しているものと,

退部 したものとに,TPIを実施 し,結果を考察 し

て以下の結論をえた

運動部継続者の TPIの結果は正常域に入るもの

が多いが,運 LIJ部退部者は異常域に入るものが多

い 退部者の中で も特に 技 術 的 に 自信を失 った ]

ことと,部内のムー ドがいやになった こととを理

由にするものに,その傾向が大であ り,勉強時間

や文化部に 移 った もの に は,そ の 傾向が小であ

る また 2け た コー ド法に よる分析に よれば,継
続者は神経症的な傾向が少 く,ややそ う的な特性

を もった ものが,退部者に比較 して多 く,退部者

は反対に神経症的な傾向を もった ものが多 く,特
に よくうつ的傾向のものが顕著に多いことが注 目

された
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